


第
１

次
避

難
場

所

名
称

電
話
番
号

広
見
公
民

館
ゆ
と

り
ピ
ア

6
2
-
2
1
0
1

第
２

次
避

難
場

所

名
称

電
話
番
号

名
称

電
話
番
号

総
合
会
館

6
2
-
1
1
1
1

広
見

小
学
校

6
2
-
1
5
5
1

中
部
中
学

校
6
2
-
1
1
6
1

住
所

広
見
7
-
7
7

た
め
池
の
役
割

た
め
池
は
、
可
児
市
内
の
農

地
を
か
ん
が
い
す
る
た
め
に
造
ら
れ
た
貯
水
池
で
す
。

現
在
は
、
農
業
用
水
の
利
用

の
ほ
か
、
防
火
用
水
と
し
て
の
利
用
や
人
命
・
住
宅
・
農
地
・
道
路

な
ど
を
洪
水
か
ら
守
る
た
め
の

洪
水
調
整
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
美
し
い
景
観
や
親
水
空

間
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
水

辺
の
生
物
多
様
性
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
す
な
ど
、
豊
か
な

多
面
的
機
能
を
有
し
、
地
域
の

大
切
な
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
め
池

の
規
模

浸
水
区
域
図
作
成
の
条
件

本
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
堤
体
が

満
水
時
に
決
壊
し
た
場
合
の
浸
水
状

況
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
地
震
時
の

決
壊
は
、
瞬
時
に
起
こ
る
と
仮
定
し
、

解
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

緊
急
時
の
連
絡
先

地
震
お
よ
び
豪
雨
に
よ
る
堤
体
の
決
壊

地
震
お
よ
び
豪
雨
に
よ
り
堤
体
が
決
壊
す
る
被
災
形
態
、
及
び
そ
の
被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
下
記
の

こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

堤
体
の
異
常
に
気
が
つ
い
た
ら
、
防
災
関
係
機
関
な
ど
に
緊
急
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
浸
水
想
定

区
域
の
外
に
退
避
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
場
所

地
震
に
よ
り
堤
体
が
決
壊

豪
雨
に
よ
り
堤
体
が
決
壊

た
め
池
の

異
常

や
漏

れ
、

決
壊

な
ど

気
づ

か
れ

た
場

合
は

、
関

係
機
関

等
に

一
報

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

。

情
報
の
伝
達
経
路

避
難
す
る
と
き
の
注
意
事
項

こ
の
地
図
は
、
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
に
基
づ
き
、
岐
阜
県
が
作
成
し
た
も
の
で
す
。

岐
阜
県
可
茂
農
林
事
務
所

〒
5
05
-8
50
8

美
濃
加
茂
市
古
井
町
下
古
井
26
10
-1

可
茂
総
合
庁
舎

3F
T
EL

05
74
-2
5-
31
11
（
代
）

堤
体

た
め

池

堤 高
堤

体
の

決
壊

▽
満

水
位

地
震
に
よ
る
堤
体
の
決
壊
は
、
予
測
が
難
し
い
う
え
、
浸
水
の
到
達
時
間
が
早
い
の
で
、
事
前
の

備
え
を
し
、
自
主
的
に
浸
水
区
域
の
外
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

た
め
池
の
決
壊
と
、
大
雨
が
重
な
る
時
は
、
浸
水
被
害
想
定
範
囲
が
拡
大
し
、
水
深
が
深
く
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

堤
体
決
壊
条
件

堤
体

決
壊
時
の
最
大
流
出
量
と

流
出

継
続
時
間

堤
体
が
決
壊
し
た
と
き
を
想
定
し

た
最
大
流
出
量
と
流
出
継
続
時
間
は
、

左
表
の
通
り
で
す
。

浸
水
想
定
区
域
の
仮
定

浸
水
区
域
は
、
流
下
す
る
地
域
の

地
形
条
件
に
、
堤
体
決
壊
時
の
最
大

流
出
量
を
与
え
、
降
雨
量
は
ゼ
ロ
と

し
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
求

め
た
も
の
で
す
。

浸
水
に
与
え
る
流
量
は
、
た
め
池

の
総
貯
水
量
の
み
と
し
て
、
河
川
に

は
水
が
な
い
も
の
と
し
て
浸
水
範
囲

を
解
析
し
て
い
ま
す
。

大
雨

に
よ
る
決

壊
の

場
合

に
は

、
こ

の
浸

水
想

定
区

域
に
加

え
、
降

雨
お
よ

び
河
川
の
水
量
が
加
わ
っ
て
き
ま
す
の

で
、
浸

水
区

域
が

さ
ら
に
拡

が
る
可

能
性

が
あ
り
ま
す
。

名
称

堤
高 H

（
m
）

総
貯
水
量

ｖ
（
m
3
）

最
大
流
出
量

Q
m
ax

(m
3
/
s)

流
出

継
続

時
間
ｔ

　
(分

)

中
川

池
2
.4
9

1
,0
0
0

2
6
.1
9
9

1

定
光

寺
上
池

2
.8
8

2
,7
0
0

4
2
.2
6
7

2

定
光

寺
下
池

2
.1
5

1
,5
0
0

2
9
.2
0
6

2

各
種
情
報
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
他
）

関
　

連
　

情
　

報
ア

ド
レ
ス

発
　
信

　
元

h
tt
p:
/
/
w
w
w
.c
it
y.
ka
n
i.l
g.
jp
/

専
用

電
話

　
6
2
-
1
5
4
8

「
防

災
無

線
」

電
話

で
確

認
サ

ー
ビ

ス

防
災

防
犯

メ
ー

ル
携

帯
電

話
　

k
a
n
i
@
s
u
g
u
m
a
i
l
.
c
o
m
 
 
に

空
メ

ー
ル

防
災

・
防

犯
h
tt
p:
/
/
w
w
w
.p
re
f.
gi
fu
.lg
.jp
/

岐
阜

県
総

合
防

災
ポ

ー
タ

ル

交
通

情
報

h
tt
p:
/
/
do
u
ro
.p
re
f.
gi
fu
.lg
.jp
/

岐
阜

県

防
災

気
象

情
報

h
tt
p:
/
/
w
w
w
.jm

a.
go

.jp
/

気
象

庁

防
災

気
象

情
報

h
tt
p:
/
/
w
w
w
.jm

a-
n
e
t.
go
.jp
/
gi
fu
/

岐
阜

地
方

気
象

台

防
災

情
報

可
児

市
役

所

名
　

　
称

電
話

番
号

住
　

　
所

可
児

市
役

所
6
2
-
1
1
1
1

可
児

市
広

見
一

丁
目

1
番

地

可
児

川
防

災
等

た
め

池
組

合
6
2
-
1
2
3
0

可
児

市
下

恵
土

5
1
6
6
-
1

 
 
 
(
可

児
市

総
合

会
館

分
室

)

日
頃
か
ら
の
準
備

我
が
家
の
避
難
経
路
・
避
難
場
所

被
害

が
想

定
さ

れ
る

位
置

を
確

認
し

、
い

ざ
と

い
う

時
の

我
が

家
の

避
難

経
路

、
避

難
場

所
、

連
絡

方
法

を
家

族
で

決
め

て
お

き
ま

し
ょ

う
。

非
常
持
ち
出
し
品
の
事
前
準
備

荷
物

は
最

小
限

の
物

に
し

、
い

つ
も

取
り

出
し

や
す

い
一

定
の

場
所

に
保

管
し

ま
し

ょ
う

。

保
存

期
間

等
に

注
意

し
、

交
換

・
補

充
す

る
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

浸
水
想
定
区
域
外
へ
の
避
難

火
元
確
認
を

避
難

す
る

前
に

、
電

気
の

ブ
レ

ー
カ

ー
、

ガ
ス

の
元

栓
、

ス
ト

ー
ブ

の
ス

イ
ッ

チ
を

切
る

な
ど

火
元

を
消

し
ま

し
ょ

う
。

自
主
避
難
を

大
き

な
揺

れ
（

屋
内

で
は

、
棚

に
あ

る
食

器
類

が
落

ち
る

。
屋

外
で

は
、

電
柱

が
揺

れ
る

等
）

が
あ

り
危

険
を

感
じ

た
ら

、
自

主
的

に
避

難
し

ま
し

ょ
う

。

避
難
時
の

注
意
事
項

動
き

や
す
い

服
装
で

丈
夫
な
靴

、
動
き

や
す
い

服
装
で
、
安

全
な
経

路
を
通

っ
て
徒
歩
で

避
難
し

ま
し
ょ

う
。

単
独
行
動

は
避
け

、
二
人

以
上
で
の
避

難
を
心

が
け
ま

し
ょ
う
。

浸
水

は
、
浅

く
て
も

危
険

水
深
が
ヒ

ザ
ま
で

来
る
と

、
歩
く
こ
と

が
困
難

に
な
り

ま
す
。

水
深
が
浅

く
て
も

、
流
れ

に
勢
い
が
あ

る
場
合

に
は
、

む
や
み
に
歩

き
回
る

こ
と
は

避
け
ま
し
ょ

う
。

万
が

一
、
逃

げ
遅
れ

た
と
き

は

万
が
一
、

避
難
が

遅
れ
、

危
険
が
迫
っ

た
と
き

は
、
高

い
所
へ
逃
げ

ま
し
ょ

う
。




